
 

                                                                    

           

 令和 5 年 10 月 13 日 

 

                                

―第 73 回研究大会 ハイフレックス型開催 盛会にて終了― 
・オンライン参加 99 名、会場参加 60 名の合計 159 名の参加で盛会にて終了いたしました。

多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。研究大会の内容については、機関誌

3 号に掲載しております。秋田喜代美先生にご講演の要旨をはじめ、校種別研修会での教科

調査官 田邉暁子先生と元教科調査官 筒井恭子先生のご指導の要旨も掲載しました。参加さ

れた先生方の感想と併せて、ぜひお読みください。 

・参加者の皆様からお寄せいただいたアンケート結果は、本協会ホームページをご覧くださ

い。概ね満足と回答をいただいておりますが、ご指摘いただいた点もありますのでその点を

次年度に活かしてまいります。ハイフレックス型での開催は、研修会も含めますと 3 回目で

す。昼休みのハイフレックス型理事会に挑戦するなど進化を続けております。役員一同で協

力して運営をしてまいりました。今後も皆様からの意見を取り入れながら、参加したくなる

研究大会・研修会を開催したいと思います。 

・今年は、理事会・総会を開催することができました。そして、第 73 回全国家庭科教育協

会研究大会 決議を満場一致で採択しました。昨年に引き続き調理実習等の安全で衛生的な

実施のための施設・設備の整備や少人数指導のための人的配置の要望と、今年新たに、教員

免許更新制が廃止された状況下で“公費負担による全国家庭科教育協会への参加を研修とし

て認めていただくこと”を要望しております。（機関誌『家庭科』3 号ｐ２をご覧ください） 

・岩手県は、高等学校教育研究会家庭・福祉部会の予算から 5 名の参加をいただきました。

教科研修の充実のために本研究大会の参加費への補助を部会総会にて決めていただいたおか

げです。理事会において議長であった小松咲子先生から

紹介がありました。（機関誌『家庭科』3 号 p21 で紹介さ

れています）このように各都道府県におかれましても、

積極的に本協会の研修事業に参加できるよう、本協会決

議文を活用して要望していきましょう。決議文は、本協

会ホームページからダウンロードできます。 

（メニューボタン「研究大会」内にあります） 

・今大会での研究発表は、「研究集録」に収められており

ます。年間指導計画をはじめとする参考になる資料が掲

載されています。印刷所を変更した関係で、これまでよ

りお安く、一冊 1,000 円（送料込み）でお分けいたしま

す。本協会ホームページの「出版物頒布」サイトよりお

申込みいただくか、お電話メールにて事務局までご連絡

ください。 

 

―第 74 回研究大会 開催日 予定に入れてください！― 
参加者アンケートをうけ、令和 6 年度の第 74 回研究大会について検討し、現在のところ

以下のように予定しております。ご参加をお待ちしております。 

開催日：令和 6 年 8 月 6 日（火） 7 日（水）の 2 日間  

方 法：ハイフレックス型開催  会 場：家庭クラブ会館 2 階 

 

事務局便り



 

 

―研究調査へのご協力をお願いします！― 
 研究調査部では、「家庭科における GIGA スクール構想での ICT 活用に関する調査」を企画

いたしました。別紙「調査依頼書」をご覧になり、調査にご協力いただきますようよろしく

お願い申し上げます。なお、ホームページからも回答できますのでご利用ください。 

 

―令和 5 年度春期研修会の開催について― 
 本年度の春期研修会は、以下のように決め、準備をしております。次号の機関誌 4 号送付

時に詳しいご案内をいたします。どうぞご期待ください。 

令和 6 年 3 月 26 日（火） ハイフレックス型開催 会場：家庭クラブ会館 2 階 

 
＊シリーズ～全国家庭科教育協会の歴史（3）創立当時の運営 ③振興資金

．．．．
募集 

－クラウドファンディング？！ 元金は返済！！－ 

 掛図の販売や計量カップなどの販売で、運営資金を獲得していたことをこれまで紹

介してまいりました。さらに、大きく発展するために、右下に示す通り「全国家庭科

教育協会振興資金募集」を行っておりました１）。この資金は、一口３００円で「資金

は一時的借用であって二年以後には漸次元金は返済致す予定」とあります。貨幣価値

はよくわかりませんが、当時の年会費一人 10 円から考えて、一口３００円は現在の

価値では 10 万～20 万円ではないかと想像されます。機関誌「家庭科」11 巻 3～5 号

「創立十周年記念号」（1961 年 5 月

発行）には、昭和 26（1951）年 7

月に約 20 万円（約 670 口）集まっ

たと記録され、同年同月「振興資金

により先ず生活改善の一助として調

理用標準カップ（200 ㏄）スプーン

（15 ㏄ 5 ㏄）の制定をし、業者に

依頼してメラミン樹脂で作り販売さ

せた。」とあります。集まった 20 万

円で、計量カップ・スプーン等を三

越百貨店に製造を依頼して作り（前

号図中より）、全国の学校に配布す

るとともに、市販することで利益を

上げたと推察されます。そして、2

年後の昭和 28（1953）年 9 月に

「振興資金の返済」とあり、当初の

計画通り一時的に借用した一口 300

円を返済しています。また、広告の

下にもあるように「児童用ワークブ

ック」を作り販売もしていたようで

す。 

 その他、学校家庭クラブ（FHJ）

の活動を活発にする様々な企画のた

めにこの資金は使われたようです。

次回から学校家庭クラブとの関連に

ついて見ていきたいと思います。 

１）全国家庭科教育協会 機関誌「家庭科」No.10~11 昭和 26（1951）年 10 月 1 日発行 機関誌「家庭科」アーカイブ 


